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部活動「うどん部」の活動として、郷⼟料理
「吉⽥のうどん」を通し、特徴ある地元⾷⽂
化の魅⼒を全国に伝えるべく「県内外のイベ
ントでの出店」「新メニューの開発」「うど
ん店を紹介したフリーペーパーの発⾏」「直
営のうどん店の開店」など、県内外の幅広い
世代に対し情報発信・⾷⽂化伝承を⾏ってい
ます。また、⼭梨県「⾷の伝承マイスタ－」、
富⼠吉⽥市「吉⽥のうどん観光⼤使」として
も活躍しています。

「 吉 ⽥ の う ど ん 」
の 魅 ⼒ を 発 信

「吉⽥のうどん」ＰＲ活動は、フリーペー
パーやＳＮＳを駆使しながら、地元うどん店、
⾃治体、商⼯会、⾷品メーカー、市⺠などと
の連携活動で成り⽴っています。フリーペー
パーは平成24年から毎年発⾏し、現在vol.７
です。

連 携 し て P R 活 動

ここ数年、原材料の⾼騰、後継者不⾜などの
要因で「吉⽥のうどん店」は激減し、富⼠吉
⽥市の⾷⽂化を守るために、⾃ら後継者にな
るべく、平成30年の4⽉に⾼校⽣によるうど
ん店を開店しました。お客様からのアンケー
ト結果に基づき、麺やつゆ、その他店舗対応
の改善にも取り組みました。

⾼ 校 ⽣ に よ る
う ど ん 店 開 店

⼭梨県⽴ひばりが丘⾼等学校 うどん部

「吉⽥のうどん」の後継者に俺たちがなるプロジェクト

(⼭梨県) 活動期間 9年

「吉⽥のうどん観光⼤使」としてイベントに参加

スーパーマーケット内で
「吉⽥のうどん」開店

フリーペーパー
「うどんなび」

ボランティア部門
《食育推進ボランティア》

このような素晴らしい賞をいただき、⼤変
嬉しく思います。「吉⽥のうどん」に関す
る取組は、まだ発展途中であり、ゴールは
遥か先です。この結果に満⾜することなく、
更なる進化・深化を⽬指して精⼀杯頑張り
たいと思います。

⼭梨県⽴ひばりが丘⾼等学校 うどん部⼀同




